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コミュニティー・スクールだより NO.１ 

 

 

コミュニティー・スクール（CS）という言葉を聞いたことがありますか？   

これは、「学校運営協議会」を設置し、保護者・地域の皆さんと一緒に 

「特色ある学校づくり」を進めている学校のことです。 

令和４度から追分小学校でも導入されました。 

 

 

今年度も、「追分応援団！」と銘打って、保護者の方をはじめ、地域の方や協働センターの方々

にも協力いただき、みんなで追分の子供たちの学習活動を応援していこうという活動していきます。 

子供たちから好評の活動は、地域の方を講師に招いたクラブ活動でしょうか。今までとは違う本

格的に活動に子供たちからの評判も上々。今年度も続けていきたいと思っています。 

また、保護者の方々にお手伝いいただく、ミシンや調理活動。子供たちからも毎年好評です。 

ぜひ、空いている時間を少しでも追分の子供たちのために分けていただけませんか？ 

よろしくお願いします。 

 

 〇保護者・地域・学校が協力して、子供たちの教育活動を応援すると・・・。 

＜どんな効果があるの？＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆子供たちにとって 

・多くの人と関わることで、夢や希望

を持つことができます。 

・学校での学習環境が整います。 

☆学校にとって 

・教育活動が充実するとともに、子供

たちと向き合う時間の確保につなが

ります。 

☆地域の皆さんにとって 

・経験を生かすことで、子供や地域の

役に立つ充実感につながります。 

☆保護者の方々にとって 

・学校や地域への理解と安心感が深

まります。 

・人間関係が広がります。 



～できる人ができることをできる時に～ 

これがボランティアの大切なことです。無理せず、少しの時間を子供たちのためにお貸しください。 

 

【活動例】 

  ＜ブレーメンの会（通年図書ボランティア）＞ 

 ・図書室の整理や本の修繕ボランティア（平日午前中） 

 ・朝の読み聞かせボランティア（隔週火曜日８時～８時１０分） 

  ＜学習ボランティア＞ 

 ・調理実習お手伝いボランティア（２年、５年、６年） 

 ・ミシン活動手伝いボランティア（５年、６年） 

 ・生活科・総合的な学習の見守りボランティア（全学年）   

 ・その他                        など 

＜ＹＤＯボランティア＞ 

       ～授業のお手伝いは難しいけど、行事の際のお手伝いならいいよという方に～ 

 

みなさん、追分小 YDO って知ってますか？コロナウィルスが蔓延する前にあった、追分小学校の

ボランティアグループです。 

Y（やれば）D（できる）O（お父さん・お母さん）の会です。 

 

学校の行事に参加していると、小規模校ということもあり多くの行事の準備・運営・片づけを先生方

や子供達が行っています。その姿を見ていて「先生方や子供達の負担が大きいのでは？」と感じる場

面が見受けられます。そこで、保護者の立場でできることはないのかを考え、「ＹＤＯ」が設立され、平

成２８年４月より活動が始まりました。 

 

＜追分応援団 募集＞ 
 上記のような活動に「時間が合えば、協力してもいいよ」という方々を募集します。 

そして、学校から要望があった場合に御案内させていただきます。 

もし都合がつけば、御協力をお願いします。 

 子供たちの生き生きとした活動を一緒に楽しみましょう。ぜひ、登録をお願いします。 

 

後日、さくら連絡網より、登録のアンケートを配信します。ご登録いただける方は、そち

らへ回答をお願いします。保護者様だけでなく、おじいちゃんおばあちゃんの方々の登録も大歓迎

です。 

よろしくお願いします。 

 

 

追分小コミュニティスクール 

担当 松田（教頭） 

コーディネーター：今泉 


